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◆主な内容◆ 

広報  

 

1月11日、本町通りを中心に新春恒例のいせさき初市が行われました。路上は家族連れなどたくさんの人でにぎ
わい、だるま商の威勢のよい掛け声や縁起だるまを求めてきた人の値切る声が飛び交っていました。 



本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
20
万
市

民
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」。
本
市

の
将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
計
画

で
あ
る
「
総
合
計
画
」
に
対
し
て

の
提
言
に
向
け
て
、
昨
年
６
月
の

第
１
回
会
議
以
降
、
議
論
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

ま
ず
本
市
の
魅
力
や
将
来
像
を

把
握
す
る
た
め
、「
伊
勢
崎
市
の

こ
こ
が
好
き
」、「
30
年
後
の
伊
勢

崎
市
」
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

い
、
そ
れ
を
も
と
に
、
６
つ
の
テ

ー
マ
を
決
定
し
ま
し
た
。

６
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
委

員
が
そ
れ
ぞ
れ
関
心
や
興
味
を
語

り
合
い
、
本
市
の
課
題
を
整
理
。

昨
年
10
月
の
第
５
回
会
議
で
15
の

分
科
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
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伊
勢
崎
 
市
民
会
議
　
〜
提
言
報
告
会
に
向
け
て
〜
 

活
発
な
討
論
が
続
い
て
い
ま
す
 

21
！ 

本
年
度
の
伊
勢
崎
21
市
民
会
議
は
、
3
月
に
行
わ
れ
る
提
言
報
告
会
に
向
け
て
、
い
よ
い
よ
最
終
段
階
。
15

の
分
科
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い
の
内
容
を
提
言
報
告
書
に
ま
と
め
て
い
く
作
業
に
入
り
ま
し
た
。
今

も
な
お
、
熱
く
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
伊
勢
崎
21
市
民
会
議
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
21
市
民
会
議
事
務
局
（
企
画
調
整
課
内
、
内
線
2
4
0
4
）

こ
れ
ま
で
の
経
過

い 

　の分科会が発足15　の分科会が発足
市民参加・行財政運営・市民自治の推進 

テーマ 

① 行財政運営 

② 男女共同参画 

③ 市政と市民とのかかわり 

 

生活環境・自然環境の保全・活用 

テーマ　

④ 自然環境 

⑤ ごみ問題を考える 

⑥ 安心・安全な交通環境 

 

高齢化社会の対応（健康医療・福祉） 

テーマ

⑦ 目指せ！健康医療都市 

⑧ 自立と地域の支えあい 

 

教育全般・子育て支援 

テーマ

⑨ 教育環境の充実 

⑩ 地域に大学を活かし隊 

 

生活環境・自然環境の保全・活用 

テーマ

⑪ 伊勢崎経済学部 

⑫ 駅周辺市街地の活性化 

⑬ 循環型社会をめざして 

 

地域特色を生かしたまちづくり・文化振興 

テーマ

⑭ ふるさと文化いきいき 

⑮ 市民のお祭り広場 
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昨
年
９
月
、
委
員
を
対
象
に
行

わ
れ
た
「
ア
ド
マ
チ
ッ
ク
伊
勢
崎

バ
ス
ツ
ア
ー
」。本
市
の
現
状
や
施

設
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
、

多
く
の
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
バ
ス
ツ
ア
ー
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」

新
た
な
決
意
を
胸
に
秘
め
な
が

ら
、
委
員
た
ち
は
感
想
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

昨
年
10
月
以
降
は
、
分
科
会
ご

と
に
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

提
言
報
告
会
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
座
長
を
中
心
に
分
科
会
ご

と
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

分
科
会
の
中
に
は
、
よ
り
知
識

を
深
め
、
問
題
解
決
へ
の
糸
口
を

探
ろ
う
と
、
他
市
や
中
学
校
な
ど

の
教
育
施
設
へ
視
察
研
修
を
行
い
、

情
報
収
集
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

提
言
報
告
会
ま
で
、
残
り
１
か

月
あ
ま
り
。
い
よ
い
よ
会
議
も
大

詰
め
を
迎
え
ま
し
た
。
郷
土
を
思

う
熱
い
気
持
ち
を
持
っ
た
委
員
が

一
丸
と
な
り
、
提
言
報
告
書
の
作

成
に
向
け
て
、
よ
り
熱
く
、
活
発

な
議
論
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

3

市
政
へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら

い
よ
い
よ
会
議
も
大
詰
め

分科会が発足するまで、
会議はグループに分かれ
て行われました。第１回
会議でグループ名を発表
（写真①）、第2･3回会議
で、本市の魅力や将来像
について、模造紙にまと
める作業（写真②）、第
4･5回会議で、6つのテ
ーマに沿って、本市の課
題を整理（写真澆）。

地域と大学がもっと近づき、交
流を持つことができないか。

地域と大学が協働することで、も
っと夢のあるまちづくりが可能に
なると思います。本市には二つの
大学があり、学生、教授陣、施設
など地域の資源として大変魅力が
あります。残り１か月、精一杯意見
をまとめていきたいと思います。

スローガンは「教育は伊勢崎市
で！」。市外からも注目され

るような、教育環境の充実したま
ちになってほしいですね。メンバ
ーは子どもが好きな人たちばかり
で、いつも明るい雰囲気の中、楽
しく会議を進めています。残りわ
ずかですが、みんなで力を合わせ
て、頑張りたいと思います。

それぞれの「分科会」が提言内容を発表

し、矢内市長に提言報告書を渡します。見

学は誰でもできます。郷土を思う熱い気持

ちを持った委員の声を、ぜひお聞きくださ

い。

期日 3月18日（土）

時間 午前10時～正午

会場 県総合教育センター（今泉町一丁目）

「アドマチック伊勢崎バス
ツアー」では、伊勢崎オ
ートレース場（写真潺）
のほか、赤堀歴史民俗資
料館やあずまウオーター
ランド、外国人が経営す
るスーパーなどを視察。

15の分科会が発足。情報収集のた
めに視察研修として、宮郷中学校
で授業を見学したり（写真潸）、あ
ずま学校給食調理場で学校給食を
試食したり（写真澁）する分科会
も。提言報告会に向け、活発な意
見が飛び交っています（写真澀）。

「教育環境の充実」座長

岩瀬　節子さん（田部井上）

「地域に大学を活かし隊」座長

栗林　泰治さん（今泉町二丁目）

提言報告会を開催しますします 提言報告会を開催しますします 提言報告会を開催します 

伊勢崎21市民会議　～提言報告会に向けて～

７ 

６ 

２ 

３ 

５ 

４ 
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申告はお早めに 申告はお早めに 市県民税 
所得税の 申告はお早めに 
期 間 2月16日（木）～3月15日（水）

所得税の確定申告は税務署で、市県民税

の申告は市役所・各支所で受け付けます。

前年の1月1日から12月31日までの1年

間に得た自分のすべての所得について、必

ず期間内に申告するようにしましょう。申

告期間の終了間際は大変混雑しますので、

お早めにお出かけください。

所
得
税
の
確
定
申
告 

問
い
合
わ
せ
　
伊
勢
崎
税
務
署
（
蕁
（25）
4
0
4
5
）

1

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が

送
付
さ
れ
た
人

※
次
の
２
、
３
お
よ
び
「
税
金
が

戻
る
場
合
」
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
人
は
、
市
県
民
税
申
告
だ

け
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

2

事
業
所
得
（
営
業
等
・
農
業
）、

不
動
産
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど

が
あ
り
、
平
成
17
年
分
の
収
入

金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引

い
た
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、
所
得
控
除
（
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
）

の
合
計
額
を
超
え
る
人

※
商
業
・
工
業
・
農
業
な
ど
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
人
や
土
地
・
建

物
を
貸
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
土

地
・
建
物
な
ど
を
売
っ
た
人
な
ど

が
該
当
し
ま
す

3

給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す

る
人

盧

平
成
17
年
中
の
給
与
の
収
入

金
額
が
２
、
０
０
０
万
円
を
超

え
る
人

盪

給
与
所
得
以
外
に
20
万
円
を

超
え
る
所
得
が
あ
る
人

蘯

２
か
所
以
上
の
事
業
所
か
ら

給
与
を
受
け
て
い
る
人
で
、
源

泉
所
得
税
の
清
算
が
済
ん
で
い

な
い
人

盻

平
成
17
年
の
途
中
で
事
業
所

を
退
職
し
、
年
末
調
整
が
済
ん

で
い
な
い
人

給
与
な
ど
か
ら
所
得
税
の
源
泉

徴
収
を
さ
れ
た
人
で
、
次
の
場
合

は
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り

税
金
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
還
付
の
申
告
は
す
で
に
税

務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

盧

住
宅
を
ロ
ー
ン
に
よ
り
取
得

（
増
改
築
な
ど
を
含
む
）
し
た

場
合

盪

災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

蘯

平
成
17
年
の
途
中
で
退
職
し
、

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
場
合

盻

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
（
支
払
額
が
年
間
10
万
円

ま
た
は
所
得
の
５
％
を
超
え
る

場
合
）

眈

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
な

ど
に
対
し
て
寄
付
を
し
た
場
合

（
学
校
の
入
学
に
関
す
る
も
の

は
除
く
）

持
参
す
る
も
の

公
的
年
金
・
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
原
票
）、

印
鑑
、預
貯
金
通
帳
、領
収
書
な
ど

※
還
付
の
場
合
は
金
融
機
関
の
口

座
振
込
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

申
告
書
は
、「
所
得
税
の
確
定
申

告
の
手
引
き
」
な
ど
を
参
考
に
自

分
で
作
成
し
、
早
め
に
郵
送
な
ど

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３
７
２
―
０
０
１
５

鹿
島
町
５
６
２
―
１
　
伊
勢
崎
税

務
署白

色
申
告
の
人
で
、
事
業
所
得

（
営
業
等
・
農
業
）
や
不
動
産
所

得
、
雑
所
得
な
ど
が
あ
る
人
は
、

収
入
や
経
費
の
内
容
を
「
収
支
内

訳
書
」
に
記
入
し
、
申
告
書
に
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
根
拠

と
な
る
帳
簿
類
や
領
収
書
な
ど
は
、

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

で
固
定
資
産
税
額
を
控
除
す
る
場

合
は
、
税
額
の
分
か
る
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

税
金
が
戻
る
場
合

収
支
内
訳
書
を
添
付

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て

提
出
は
税
務
署
へ

▲ 申告会場の様子（昨年）
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市県民税・所得税の申告

市
県
民
税
の
申
告 

問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
課
（
内
線
2
2
3
1
）
ま
た
は
各
支
所
税
務
課

期
日
・
時
間
・
会
場

６
ペ
ー
ジ

の
表
の
と
お
り

持
参
す
る
も
の
　

①
　
申
告
書
・
印
鑑

②
　
公
的
年
金
源
泉
徴
収
票

③

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票（
原

票
）
ま
た
は
給
与
支
払
明
細
書

④

事
業
所
得（
営
業
等
・
農
業
）

や
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
は
根

拠
と
な
る
帳
簿
類
や
領
収
書
な

ど
（
収
入
・
経
費
な
ど
は
あ
ら

か
じ
め
項
目
ご
と
に
計
算
し
、

申
告
書
裏
面
の
収
支
計
算
欄
に

記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

※
申
告
が
必
要
な
人
で
申
告
書
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
各
会
場

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

※
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
所

得
証
明
書
な
ど
の
発
行
や
、
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
な
ど
の
制
度

の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
本

市
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
次
の
盧

〜
蘯
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

す
る
人
で
す
。

盧

所
得
税
が
発
生
し
な
い
た
め
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
要
し
な

い
人
で
、
事
業
所
得
（
営
業
等

農
業
）、
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
人

盪

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
給

与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
以
外

の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人

蘯

公
共
事
業
な
ど
の
収
用
に
よ

り
、
土
地
や
建
物
な
ど
の
資
産

を
譲
渡
し
た
人（
特
別
控
除
適
用
）

次
の
盧
〜
盻
の
い
ず
れ
か
の
条

件
に
該
当
す
る
人
で
す
。

盧

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

盪

平
成
17
年
中
の
所
得
が
な
く
、

ほ
か
の
所
得
者
の
扶
養
に
な
っ

て
い
る
人

※
所
得
が
な
い
人
（
遺
族
年
金
・

障
害
年
金
・
失
業
手
当
な
ど
の
受

給
者
を
含
む
）
で
国
民
健
康
保
険

加
入
者
は
、
申
告
を
す
る
と
軽
減

措
置
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す

蘯

給
与
所
得
だ
け
の
人
で
、
給

与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら

市
役
所
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

盻

昭
和
16
年
１
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
年
金
収
入
が

１
２
０
万
円
未
満
で
源
泉
徴
収

税
額
が
０
円
の
人

申
告
書
は
、
郵
送
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
必
ず
、
申
告
書
の
「
氏

名
」
欄
に
押
印
、「
電
話
」
欄
に

昼
間
連
絡
の
と
れ
る
電
話
番
号
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３
７
２
―
８
５
０
１

今
泉
町
二
丁
目
４
１
０
　
市
役
所

市
民
税
課

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
額
は
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
、
全
額

控
除
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
告
時
に
は
必
ず
控
除
証
明
書

（
は
が
き
）
ま
た
は
領
収
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
控
除

証
明
書
な
ど
の
資
料
が
な
い
場
合

は
、
前
橋
社
会
保
険
事
務
所
（
蕁

０
２
７
―
２
３
１
―
１
７
０
５
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
日
と
会
場

申
告
が
必
要
な
人

申
告
が
不
要
な
人

申
告
書
の
郵
送
提
出

国
民
年
金
保
険
料
の

控
除
証
明
書
を
忘
れ
ず
に

・

無料相談  問い合わせ 　伊勢崎税務署（蕁25－4045） 

■ 税理士会  ■  

■  青色申告会  ■  

 
期間　2月1日（水）～3月10日（金）   
　3月16日（木）～28日（火）   
　※土・日・祝日は除きます    
時間　午前9時～午後4時   
会場　伊勢崎税務署 
 
そのほか右記の相談日があります。 

●還付相談   
期日　2月14日（火）   
●税理士記念日の相談   
期日　2月23日（木）   
　　　　　＊　　　　　　　＊   
いずれも   
時間　午前10時～午後4時   
会場　各会員事務所  

境町青色申告会 
（境産業振興会館） 
東村青色申告会 
（東村商工会館） 
赤堀青色申告会 
（赤堀町商工会館） 
豊受青色申告会 
（豊受公民館） 
伊勢崎青色申告会 
（伊勢崎商工会議所） 

午前9時～ 
　　　午後4時 
午前10時～ 
　　　午後4時 

午後1時～4時  
午前9時30分～ 
　　　午後4時 
午前9時30分～ 
　　　午後4時 

2月20日（月） 

2月22日（水） 

2月23日（木） 

2月20日（月）・22日（水）・24日（金）・27日（月）・ 
3月2日（木）・3日（金）・6日（月）・8日（水） 
2月21日（火）・27日（月）・3月1日（水）・ 
2日（木）・6日（月）・7日（火）・23日（木） 

青色申告会の区分（会場） 期　　　日 受付時間 

▲ 市県民税申告書と確定申告書

■ 振替納税のご利用を

所得税の納付は、預貯金口座から
自動的に納税できる「振替納税」が
大変便利です。
申し込みは、金融機関または税務

署の窓口にある「預貯金口座振替依
頼書」に必要事項を記入し、預貯金
口座に使用している印鑑を押印の上、
確定申告書と一緒に税務署あてに郵
送または窓口へ提出してください。
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市県民税申告の受付日程　(受付時間は午前9時～11時、午後1時～4時)　　 

2月16日 

17日 

20日 

21日 

22日 

23日 

24日 

27日 

28日 

3月1日 

2日 

3日 

6日 

7日 

8日 

9日 

10日 

13日 

14日 

15日 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

 
（木） 

 （金） 

（月） 

 （火） 

 （水） 

 （木） 

（金） 

 （月） 

 （火） 

（水） 

 （木） 

 （金） 

 （月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

曲輪、大手、平和、本、中央 

緑、三光、若葉、喜多、宗高、柳原 

寿、西田、華蔵寺、堤西、堤下、八幡、末広、乾、上泉、八坂 

今泉町一・二丁目、東本、粕川 

三和、本関、鹿島、日乃出 

上植木本、豊城 

上諏訪、昭和　  

宮前、下植木、美茂呂、ひろせ、茂呂南 

北千木、南千木、茂呂町一・二丁目 

稲荷、宮子 

新栄、連取本、連取元 

連取 

安堀、太田 

波志江町一・二・三丁目 

田中島、田中、上之宮、宮古 

韮塚、阿弥大寺、堀口、中、柴、戸谷塚 

今井、山王 

福島、八斗島、除ヶ 

大正寺、富塚、下道寺、馬見塚 

長沼、上蓮、下蓮、国領、飯島、羽黒、リバータウン広瀬 

緑、三光、若葉、喜多、宗高、柳原 

曲輪、大手、平和、本、中央 

今泉町一・二丁目、東本、粕川 

寿、西田、華蔵寺、堤西、堤下、八幡、末広、乾、上泉、八坂 

上植木本、豊城 

 三和、本関、鹿島、日乃出  

宮前、下植木、美茂呂、ひろせ、茂呂南 

上諏訪、昭和 

稲荷、宮子 

北千木、南千木、茂呂町一・二丁目 

連取 

新栄、連取本、連取元 

波志江町一・二・三丁目 

安堀、太田 

韮塚、阿弥大寺、堀口、中、柴、戸谷塚 

田中島、田中、上之宮、宮古 

福島、八斗島、除ヶ 

今井、山王 

長沼、上蓮、下蓮、国領、飯島、羽黒、リバータウン広瀬 

大正寺、富塚、下道寺、馬見塚 

西久保町一丁目 

西久保町二丁目 

西久保町三丁目 

曲沢町 

曲沢町 

赤堀鹿島町 

間野谷町 

磯町、西野町 

香林町一丁目 

香林町二丁目、五目牛町 

野町 

堀下町 

赤堀今井町一丁目 

赤堀今井町二丁目 

赤堀今井町二丁目 

下触町 

市場町一丁目
 

 

市場町二丁目 
 

西久保町一丁目 

西久保町二丁目 

西久保町三丁目 

曲沢町 

曲沢町 

赤堀鹿島町 

間野谷町 

磯町、西野町 

香林町一丁目 

香林町二丁目、五目牛町 

野町 

堀下町 

赤堀今井町一丁目 

赤堀今井町二丁目 

赤堀今井町二丁目 

下触町 

市場町一丁目
 

 

市場町二丁目 

下谷 

小泉、平井 

新町 

下代、八寸 

台 

下、上田 

向原 

三室 

田部井上 

田部井下 

西小保方 

東国定上、東国定下 

下谷 

西国定上、西国定下 

新町 

小泉、平井 

台 

下代、八寸 

向原 

下、上田 

田部井上 

三室 

西小保方 

田部井下 

下谷 

東国定上、東国定下 

新町 

西国定上、西国定下 

台 

小泉、平井 

向原 

下代、八寸 

田部井上 

下、上田 

西小保方 

三室 

東国定上、西国定下 

田部井下 

東国定下 

西国定上 

境東町、諏訪町、元町 

南町、境仲町、上町 

萩原、清水町 

百々東、美原、境新栄 

伊与久1区 

伊与久2区 

百々、木島 

伊与久3区 

下渕名6区 

下渕名7区、東新井 

上渕名、上渕名第2 

上武士 

保泉、保泉一丁目 

下武士西 

下武士東 

中島、新地、新野新田、立作 

小此木、北向、西島前河原 

平塚、栄町 

西今井、上矢島、三ツ木 

南米岡、北米岡、女塚 

境東町、諏訪町、元町 

南町、境仲町、上町 

萩原、清水町 

百々東、美原、境新栄 

伊与久1区 

伊与久2区 

百々、木島 

伊与久3区 

下渕名6区 

下渕名7区、東新井 

上渕名、上渕名第2 

上武士 

保泉、保泉一丁目 

下武士西 

下武士東 

中島、新地、新野新田、立作 

小此木、北向、西島前河原 

平塚、栄町 

西今井、上矢島、三ツ木 

南米岡、北米岡、女塚 

市役所 

（本館5階第1会議室） 

赤堀支所 

（2階大会議室） 

あずま支所 

（2階大会議室） 

境支所 

（会議用庁舎大会議室1） 期日 

会場 

市県民税・所得税の申告
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境図書館 伊勢崎市図書館 

赤堀図書館 

今月の休館日 

あずま図書館 

図書館郷土資料展 

伊勢崎市図書館
1日・8日・15日・22日の水曜日と11日（祝）
と23日（館内整理日）

赤堀図書館
6日・13日・20日・27日の月曜日と24日（館
内整理日）

■としょかんこども会
期日 ２月18日（土）
時間 午前11時開始
会場 ２階集会室
内容 「まつぼっくり」の皆さんによる絵

本や紙芝居などの読み聞かせ

■としょかんこども会
期日 ２月25日（土）
時間 午後２時開始
会場 １階児童室
内容　「宮郷読み聞かせの会」の皆さんに

よる絵本や紙芝居などの読み聞かせ

■おはなし会
期日 土・日曜日
時間 午前11時・午後２時開始
会場 １階児童室
内容 子どもボランティアや図書館職員に

よる絵本や紙芝居の読み聞かせ

■お父さん・お母さんのための
手作り絵本教室

期日 ３月２日（木）･３日（金）･10日（金）
の３日間

時間 午前10時～正午
会場 ２階集会室
定員 10人
内容 指人形付きの布絵本を作ります
参加料 1,000円（材料費）
申し込み ２月18日（土）から参加料を

添えて1階カウンターへ

■「子馬の会」の皆さんによる読み聞かせ
期日 ２月11日（祝）
時間 午後２時開始
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■子ども放送局
期日 ２月11日（祝）・25日（土）
時間 午前11時～11時45分

※25日は正午まで
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■こども映画会
「Ｍｒ．インクレディブル」

期日 ２月25日（土）
時間 午後２時開始
会場 講座室

■「たんぽぽの会」の皆さんによる読み聞
かせ

期日 ２月18日（土）・３月４日（土）
時間 午後２時30分開始
会場 絵本コーナー

■おはなしタイム
期日 ２月18日（土）
時間 午後２時30分開始
会場 視聴覚室
内容 「しろつめ草の会」の皆さんによる

絵本や紙芝居などの読み聞かせ

■こどもアニメシアター
｢ポケット･モンスター サイドストーリー｣

期日 ２月19日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■名作シアター
「たそがれ清兵衛」

期日 ２月26日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■第3回企画展「めんこ展」
期間 ２月23日（木）まで
時間 火～金曜日　午前９時～午後７時

土・日曜日　午前９時～午後５時
会場 ミニギャラリー

期間 ２月12日（日）から26日（日）まで
時間 午前９時～午後５時
会場 伊勢崎市図書館　２階展示室
内容 市内の各図書館が所蔵している郷土

資料を中心に展示します

あずま・境図書館
6日・13日・20日・27日の月曜日と11日（祝）
と24日（館内整理日）

市民プラザ図書室
14日・28日の火曜日

h
ttp
://w

w
w
.lib
rary.ise

saki.g
u
n
m
a.jp



会
場
を
一
つ
に
 

　
　
新
成
人
集
合

１月８日、文化会館で成人式が開催。本年
は合併後初めて会場を一つにして行われ、
新成人2，251人が誕生しました。式典では、
恩師からのビデオメッセージや抽選会が
行われ、参加者は久しぶりに再会した友
人との会話に花を咲かせていました。 
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▲ 旧友との記念写真

▲ たれを塗るはけも特大サイズ

▲ 香ばしいかおりが食欲をそそる

１月11日、いせさき初市協賛イベントと
して上州焼き饅祭が開催。年男年女が福
文字を入れ、ミスひまわりがみそだれを
塗り、焼きあげられた、直径55ｃｍの大串
まんじゅうが振る舞われました。また長
さ20ｍを超える見事な長串まんじゅうが、
大勢の市民により焼きあげられました。 

心まで温まる伝統の味 



百
歳
ば
ん
ざ
い
 

百歳の誕生日を迎えた大沢きみ乃さ
ん（馬見塚本町）と横堀むめさん（田中
町）は、矢内市長の慶祝訪問を受けま
した。きみ乃さんは80歳を前にして、
アメリカにいる娘のところへ単身で
出かけて行ったというがんばり屋。む
めさんは70歳を過ぎてから師範（書道）
の免許をとったという努力家です。 

１月９日、文化会館で消防出
初め式が開催。本市の消防団
や女性防火クラブの皆さんが、
隊列を組んで行進を行い、地
域防災を担う決意を新たにし
ました。また伊勢崎木遣り保
存会の皆さんによる華麗な
はしご乗りが披露されました。 

消
防
出
初
め
式
が
開
催
 

や 
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▲ 観客を魅了した華麗なはしご乗り

▲左から、村上アナウンサー、鎌田実さん、大
平光代さん、水谷修さん、新沢としひこさん

▲ 服装や所持品の点検

▲ 力作に目を見張る来場者

▲ 大沢きみ乃さん ▲ 横堀むめさん

１月９日、文化会館で交通指
導員初点検が行われました。
交通指導員の皆さんは、矢
内市長らによる服装や所持品
の点検を受けた後、交通整
理を行うときの基本動作の訓
練を披露。地域の交通安全
を担う決意を新たにしました。 

交通安全へ決意新たに 

１月14・15日のニ日間、旧
森村家住宅（市指定重要文
化財）で宮郷第二小学校の６
年生が同住宅を描いた写生
画展が開催されました。来
場者は、子どもたちが時間
をかけて描いた力作に、感
心しながら見入っていました。 

地元の文化財を描く 

１月９日、境総合文化センタ
ーでＮＨＫラジオ「鎌田実い
のちの対話」の公開生放送
が行われました。「大人と子
どもの絆」をテーマに、大
平光代さんら３人をゲストに
迎え、実体験を踏まえた熱
いトークショーを披露しました。 

熱いトークが公開生放送 

きずな 
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期
間

２
月
23
日
（
木
）
か
ら
27

日
（
月
）
ま
で

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

会
場

ベ
イ
シ
ア
IS
４
階
イ
ズ
ホ

ー
ル
（
中
央
町
）

内
容

市
文
化
協
会
美
術
工
芸
部

門
会
員
の
作
品
展
示
（
日
本
画
・

洋
画
・
写
真
・
書
道
・
華
道
・
茶

道
）

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

文
化
観
光
課
（
内

線
３
３
３
５
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、「
伊
勢
崎

ば
や
し
」
を
踊
り
ま
す
。

期
日

２
月
26
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
開
始

会
場

文
化
会
館

内
容

市
文
化
協
会
芸
能
部
門
民

謡
民
舞
部
会
所
属
団
体
に
よ
る
発

表入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

文
化
観
光
課
（
内

線
３
３
３
５
）

期
日

２
月
19
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
30
分
開
演

会
場

文
化
会
館

内
容

ダ
ン
ス
・
コ
ー
ラ
ス
・
楽

器
演
奏
・
太
極
拳
・
舞
踊
・
各
種

健
康
体
操
な
ど

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

期
日

２
月
26
日
（
日
）

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

【
子
育
て
相
談
会
】

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

対
象

子
ど
も
の
発
達
が
気
に
な

る
保
護
者
と
そ
の
子
ど
も

定
員

10
組
（
要
予
約
）

内
容

言
葉
や
発
達
の
遅
れ
が
気

に
な
る
子
ど
も
の
子
育
て
の
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に

来
て
く
だ
さ
い

相
談
員

青
木
昌
子
さ
ん
（
言
語

聴
覚
士
）・
竹
原
幸
枝
さ
ん
（
社

会
福
祉
士
）・
石
田
明
美
さ
ん
（
保

育
士
）・
飯
島
あ
い
子
さ
ん
（
保

育
士
）

【
勉
強
会
】

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象

子
ど
も
の
発
達
が
気
に
な

る
保
護
者
、
障
害
者
福
祉
に
関
心

の
あ
る
人

定
員

30
人
程
度

内
容

言
葉
や
発
達
の
遅
れ
が
気

に
な
る
子
ど
も
と
ど
の
よ
う
に
向

き
合
っ
た
ら
よ
い
か
を
考
え
る
勉

強
会

テ
ー
マ

言
葉
の
発
達
と
早
期
療

育
に
つ
い
て
―
発
達
の
気
に
な
る

子
と
向
き
合
う
子
育
て
―

講
師

青
木
昌
子
さ
ん
（
言
語
聴

覚
士
）

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

参
加
料

無
料

※
託
児
で
き
ま
す
（
要
予
約
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
樫
の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
蕁

（30）
５
０
１
１
）

期
日

２
月
11
日
（
祝
）

時
間

午
前
９
時
45
分
〜
11
時
30
分

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象

女
性

内
容

倫
理
を
通
し
て

”健
康
で

明
る
い
家
庭
を
築
く
“
学
び
の
場

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

実
践
倫
理
宏
正
会

の
福
島
久
美
子
さ
ん
（
蕁
（25）
１
６

０
０
）

■伊勢崎市役所 　24-5111 
■赤堀支所 　62-1151 
 
■広報いせさきテレフォンサービス 　23-0606 
■火災情報案内 　0180-99-2999

■あずま支所 　62-1311 
■境支所 　74-1111 
 

催
し 

市
文
化
協
会
総
合
作
品
展

市
文
化
協
会

第
九
回
民
謡
民
舞
発
表
大
会

第
17
回

北
公
民
館
サ
ー
ク
ル
発
表
会

発
達
の
遅
れ
が
気
に
な
る
子
ど
も
の

子
育
て
相
談
会
と
勉
強
会

女

性

の

つ

ど

い

〜
す
て
き
な
生
き
方
を
め
ざ
し
て
〜

期日 2月11日（祝）

内容 大観覧車ひまわり・メリーゴーランド・ス

ーパーシューティングライドを午後9時まで営

業します。

※午後4時30分からメリーゴーランドを無料

開放すると同時に観覧車をご利用の先着200

人とスーパーシューティングライドで30,000

点以上得点した人にプレゼントを差し上げます

問い合わせ 華蔵寺公園遊園地（蕁25－4478、

http://www8.wind.ne.jp/kezouji/）

華蔵寺公園遊園地



期
間

２
月
11
日
（
祝
）
か
ら

会
場

赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

内
容

麦
作
り
に
関
す
る
民
具
を

中
心
に
展
示
し
ま
す

入
館
料

無
料

問
い
合
わ
せ

赤
堀
歴
史
民
俗
資

料
館
（
蕁
（63）
０
０
３
０
）

期
日

３
月
16
日（
木
）・
17
日（
金
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

会
場

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー（
今

泉
町
一
丁
目
）

対
象

伊
勢
崎
佐
波
地
区
内
の
中

小
企
業
が
４
月
に
採
用
す
る
新
規

学
卒
者
（
予
定
者
を
含
む
）

定
員

１
５
０
人
（
先
着
順
）

内
容

職
場
の
マ
ナ
ー
・
接
遇
・

心
構
え
な
ど
、
社
会
人
と
し
て
必

要
な
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す

参
加
料

一
人
２
、５
０
０
円
（
昼

食
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話

連
絡
の
上
、
２
月
28
日
（
火
）
ま

で
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し

伊
勢
崎
行
政
事
務
所
（
蕁
（25）
０
７

８
２
）

期
日

①
２
月
８
日
（
水
）、
②

２
月
16
日
（
木
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

①
＝
太
田
ナ
ウ
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
（
太
田
市
）、
②
＝
ウ
ェ

ル
シ
テ
ィ
前
橋
（
前
橋
市
）

対
象

企
業
の
人
事
労
務
担
当
者

な
ど

定
員

各
50
人

内
容

●
講
演
会
　
①
＝
「
経
営
戦
略
と

し
て
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
」、

②
＝
「
女
性
社
員
の
活い

か
し
方
・

育
て
方
」

●
事
例
発
表

●
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
具

体
的
な
取
り
組
み
方
法

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

21
世

紀
職
業
財
団
群
馬
事
務
所
（
蕁
０

２
７
―
２
２
３
―
２
０
２
３
）

障
害
者
（
児
）
を
持
つ
家
族
が

集
ま
り
交
流
す
る
場
で
す
。
悩
み

や
喜
び
に
つ
い
て
話
し
ま
せ
ん
か
。

期
日

２
月
８
日
（
水
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫
の

木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
蕁
（30）
５
０
１
１
）

期
日

２
月
７
日
（
火
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

文
化
会
館

内
容

地
球
温
暖
化
に
お
け
る
ゴ

ミ
問
題
に
つ
い
て

講
師

磯
辺
明
彦
さ
ん
（
県
立
女

子
大
学
教
授
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

県
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
蕁
０
２

７
―
２
３
７
―
１
１
０
３
）

11

常
設
展

麦
と
季
節
と
民
具
た
ち

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

普
及
促
進
セ
ミ
ナ
ー

お

し

ゃ

べ

り

会

ゴ
ミ
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

〜
地
球
温
暖
化
に
向
け
た

ゴ
ミ
・
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
〜

児童センターと境児童センターでは、平成18年度の親子ク
ラブ会員を募集します。親子で一緒に遊んだり、製作などを行
ったりして交流しませんか。また、母親クラブの会員になって、
それぞれの児童センターの行事やボランティア活動にも参加し
ます。
※児童センター・境児童センター同時の申し込みはできませ
ん。どちらか一方に申し込んでください

【児童センター】
活動日 木曜日
定員 35組
※定員を超えた場合は抽選です

説明会 3月2日（木）午後1時開始
※本人または家族の人が必ず出席してください

【境児童センター】
活動日 水曜日
定員 20組
※定員を超えた場合は抽選です

説明会 3月1日（水）午後1時開始
※本人または家族の人が必ず出席してください

＊　　　　　　　＊
いずれも
活動期間 4月1日から平成19年3月31日まで
時間 午前10時～11時30分
対象 市内に在住の2歳以上（4月1日現在）の幼児と母親
※同じ幼児・母親での継続は2年までとします

申し込み 2月12日（日）から26日（日）までに直接希望す
る児童センターへ
問い合わせ 児童センター（蕁23－6463）

境児童センター（蕁70－6100）

平成18年度 伊
勢
崎
佐
波
地
区

新
入
社
員
教
養
研
修
会

勤
きん

務
む

日
び

水
すい

曜
よう

日
び

時
じ

間
かん

午
ご

後
ご

１時
じ

30分
ぷん

～4時
じ

30分
ぷん

勤
きん

務
む

場
ば

所
しょ

境
さかい

支
し

所
しょ

住
じゅう

民
みん

課
か

対
たい

象
しょう

ポ
ぽ

ル
る

ト
と

ガ
が

ル
る

語
ご

と日
に

本
ほん

語
ご

を話
はな

すことができる人
ひと

※国
こく

籍
せき

は問
と

いません

内
ない

容
よう

外
がい

国
こく

人
じん

を対
たい

象
しょう

とした生
せい

活
かつ

相
そう

談
だん

など

時
じ

給
きゅう

2,500円
えん

勤
きん

務
む

開
かい

始
し

日
び

4月
がつ

5日
か

（水
すいようび

）

申
もう

し込
こ

み・問
と

い合
あ

わせ 2月
がつ

28日
にち

（火
かようび

）までに履
り

歴
れき

書
しょ

（写
しゃ

真
しん

付
つき

）を添
そ

えて国
こく

際
さい

課
か

（内
ない

線
せん

2114）また

は境
さかい

支
し

所
しょ

住
じゅう

民
みん

課
か

（蕁74－1111）

外
がい

国
こく

人
じん

相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

の相
そう

談
だん

員
いん

募
ぼ

集
しゅう



期
日

３
月
13
日
（
月
）
か
ら
20

日
（
月
）
ま
で
（
全
６
回
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
10
時
〜
11
時

会
場

伊
勢
崎
ス
イ
ミ
ン
グ
（
東

本
町
）

対
象

市
内
に
在
住
の
50
歳
以
上

定
員

30
人

内
容

水
中
歩
行
・
泳
ぎ
の
初
歩

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
・
流
水
運
動

※
水
着
・
ゴ
ー
グ
ル
・
ス
イ
ミ
ン

グ
キ
ャ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い

参
加
料

６
０
０
円
（
保
険
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

20
日
（
月
）
か
ら
３
月
１
日
（
水
）

ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
蕁
（30）
１
３
０
２
）

期
日

３
月
５
日
（
日
）
・
12
日

（
日
）

※
大
会
会
場
で
平
成
18
年
度
登
録

の
受
け
付
け
を
し
ま
す

時
間

午
前
９
時
開
会

※
登
録
受
付
＝
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

会
場

５
日
＝
市
民
体
育
館
、
12

日
＝
第
二
市
民
体
育
館

対
象

平
成
17
年
度
の
登
録
チ
ー

ム※
登
録
の
対
象
＝
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以
上
で
編

成
し
た
チ
ー
ム

参
加
料

３
、
０
０
０
円

※
登
録
料
＝
４
、
０
０
０
円

申
し
込
み

２
月
12
日
（
日
）
ま

で
に
市
民
体
育
館
（
蕁
（23）
７
０
１

５
）
へ

【
組
み
合
わ
せ
会
議
】

期
日

２
月
13
日
（
月
）

時
間

午
後
７
時
開
始

会
場

市
民
体
育
館

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
蕁
（30）
１
３
０
２
）

期
日

３
月
19
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場

境
総
合
運
動
場（
上
武
士
）

※
雨
天
の
場
合
は
境
体
育
館
に
な

り
ま
す
の
で
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上

内
容

投
球
、
内
外
野
守
備
、
打

撃
な
ど

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
グ
ロ
ー

ブ
、バ
ッ
ト
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

講
師

日
立
＆
ル
ネ
サ
ス
高
崎
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
選
手

数
人

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

28
日
（
火
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
境
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
蕁
（74）
１
１
１
３
）

期
日

３
月
１
日
（
水
）
・
８
日

（
水
）

時
間

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

会
場

あ
ず
ま
体
育
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
小

学
生
以
上

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
員

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

14
日
（
火
）
か
ら
直
接
ま
た
は
電

話
で
あ
ず
ま
中
央
公
民
館
（
蕁
（62）

０
１
１
５
）

期
日

２
月
19
日
（
日
）

時
間

午
前
８
時
30
分
開
始

会
場

市
陸
上
競
技
場
周
辺
コ
ー

ス対
象

市
内
ま
た
は
玉
村
町
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人

種
別

①

小
学
生
男
子
の
部
（
５
・
６

年
生
）
＝
１
人
１
・
５
km

②

小
学
生
女
子
の
部
（
５
・
６

年
生
）
＝
１
人
１
・
５
km

③

中
学
生
男
子
の
部
＝
１
人
３

km
④

中
学
生
女
子
の
部
＝
１
人
３

km
⑤

一
般
男
子
の
部
（
高
校
生
を

含
む
）
＝
１
人
３
km

⑥

一
般
女
子
の
部
（
高
校
生
を

含
む
）
＝
１
人
３
km

チ
ー
ム
編
成

１
チ
ー
ム
５
人
編

成
の
５
区
間
（
補
員
２
人
）

参
加
料

１
チ
ー
ム
＝
２
、
０
０

０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

10
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
市
民
体

育
館
（
蕁
（23）
７
０
１
５
）

期
日

２
月
26
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
開
会
式

会
場

市
民
体
育
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

種
別

①
男
子
の
部
、
②
女
子
の

部※
各
部
と
も
に
監
督
１
人
、
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
１
人
、
選
手
10
人
、
補

員
２
人
の
計
14
人

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

20
日
（
月
）
ま
で
に
直
接
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
蕁
（30）
１
３
０
２
）

12

ス
ポ
ー
ツ 

献血にご協力ください
期日 2月13日（月）

時間　午前9時30分～午後4時

※正午～午後１時は除きます

会場 伊勢崎市役所

※全血献血（200ml・400ml）だけとなります

問い合わせ 社会福祉課（内線2189）

水

泳

教

室
・

春
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
＆

平
成
18
年
度
登
録
チ
ー
ム
受
付

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
教
室

市
民
駅
伝
競
走
大
会

市

民

綱

引

き

大

会



老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
１
月
下

旬
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か

ら
昨
年
１
年
間
に
支
払
わ
れ
た
年

金
額
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
、

控
除
の
内
容
が
記
載
さ
れ
た
「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
送

ら
れ
ま
し
た
（
遺
族
年
金
・
障
害

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
源

泉
徴
収
票
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
）。

※
厚
生
・
国
民
年
金
の
「
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
は
社
会
保

険
庁
が
発
行
す
る
も
の
で
す

※
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
特
別

徴
収
さ
れ
て
い
る
場
合
の
源
泉
徴

収
税
額
は
、
支
払
わ
れ
た
金
額
か

ら
介
護
保
険
料
額
を
控
除
し
た
後

の
金
額
で
計
算
さ
れ
ま
す

年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な

ど
の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る
人

ま
た
は
還
付
申
告
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
は
、
申
告
手
続
き
の
際

に
源
泉
徴
収
票
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
特
に
扶
養
親
族
等
申
告
書
を

提
出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
公
的

年
金
等
の
金
額
か
ら
公
的
年
金
等

の
金
額
の
25
％
相
当
額
を
控
除
し

た
残
額
の
10
％
相
当
額
が
源
泉
徴

収
さ
れ
、
所
得
税
を
多
く
徴
収
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
確
定
申
告
に
よ
り
精
算
し
て

く
だ
さ
い
。

も
し
、
１
月
末
日
ま
で
に
源
泉

徴
収
票
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や

紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
年

金
証
書
を
持
参
の
上
、
前
橋
社
会

保
険
事
務
所
で
再
発
行
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
電
話
に
よ
る
申
請

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
受
給

者
な
ど
か
ら
の
各
種
証
明
書
な
ど

の
交
付
（
再
交
付
）
申
請
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
郵
送
ま
た
は
窓

口
受
付
に
加
え
、
新
た
に
電
話
で

も
受
け
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
問
い
合
わ
せ
先
は「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
蕁
０
５
７
０
（07）

１
１
６
５
」
ま
た
は
前
橋
社
会
保

険
事
務
所
で
す
。

た
だ
し
、
電
話
に
よ
る
受
け
付

け
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
本
人
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
年
金
証
書
な
ど
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
人
が
直
接
申
請
す
る

こ
と
が
困
難
な
た
め
、
配
偶
者
が

申
請
を
行
う
場
合
は
、
配
偶
者
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
受
け
付
け
し

ま
す
。
な
お
、
証
明
書
な
ど
は
本

人
あ
て
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

前
橋
社
会
保
険
事

務
所
（
蕁
０
２
７
―
２
３
１
―
１

７
０
５
）

13

お
知
ら
せ 

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
は

届
き
ま
し
た
か

旧
森
村
家
住
宅
を

一
般
公
開
し
て
い
ま
す

期日 第1・3日曜日
時間 午前9時～午後4時
問い合わせ 文化財保護課（蕁24－0966）

至オートレース場 

本屋 タイヤ店 タイヤ店 信用金庫 信用金庫 

旧森村家住宅 旧森村家住宅 

 

自動車 
　販売店 
自動車 
　販売店 

P

青少年健全育成運動の一環として行われたコンクールに

おいて、多数の応募作品の中から次の作品が入賞しました。

（敬称略）

問い合わせ 青少年指導センタ―（蕁23－8089）

【小学生の部】

優秀

見つめよう　今の自分、未来の自分 （谷田部秀俊　北小5）

「これくらい」軽い気持ちが　悪の道（高橋洸太　三郷小6）

はっきりと　断る勇気　第一歩。 （鈴木大樹　豊小6）

会話から　広がる笑顔、つながるきずな。

（佐藤未来　北二小5）

命はね、ゲームとちがう一つだけ （小島佑太　あずま小4）

わるいこと 注意ができる つよい心（坂本洪作　境島小5）

【中学生の部】

優秀

犯罪は　犯した自分も　傷つける　　 （柳原瑠璃　一中1）

善悪を　しっかり見分ける　心の目　 （高山詩織　殖中3）

誘惑に　打ち勝つ心　未来を開く （新井麻利子　境南中2）

●標語の優秀・入選作品の展示

期間 2月16日（木）から22日（水）まで

時間 下記会場の開館時間

※16日は午後１時から、22日は正午まで

※境総合文化センタ―は20日は休館日です

会場 文化会館、赤堀公民館、あずま中央公民館、境総合

文化センタ―



市
で
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門

職
（
臨
時
職
員
）
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
定
員

①
　
保
健
師
　
　
　
　
　
若
干
名

②
　
社
会
福
祉
士
　
　
　
若
干
名

③
　
介
護
支
援
専
門
員
（
実
務
経

験
者
）

若
干
名

資
格

次
の
①
〜
⑤
の
す
べ
て
を

満
た
す
人

①

昭
和
25
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

②

募
集
職
種
の
資
格
を
有
し
て

い
る
人

③

普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る

人
④

市
内
ま
た
は
近
隣
在
住
で
健

康
な
人

⑤

地
方
公
務
員
法
第
16
号
（
欠

格
条
項
）
に
該
当
し
な
い
人

※
仕
事
の
兼
務
は
認
め
ま
せ
ん

※
後
日
、
面
接
日
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
面
接
日
に
履
歴
書
・
有
資

格
証
明
の
写
し
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

※
採
用
結
果
は
後
日
、
通
知
し
ま

す採
用
予
定
日

４
月
１
日
（
土
）

勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５

時賃
金

時
給
１
、
１
０
０
円

任
用
期
間

１
年
以
内

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

28
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
で
介
護

保
険
課
（
内
線
２
１
５
２
）

自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

申
込
期
間

２
月
17
日
（
金
）
ま

で応
募
資
格

27
歳
未
満
の
人

試
験
日

２
月
18
日
（
土
）

試
験
会
場

陸
上
自
衛
隊
新
町
駐

屯
地
（
高
崎
市
）

合
格
発
表

２
月
下
旬

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
群
馬
地
方

連
絡
部
前
橋
募
集
案
内
所
（
蕁
０

２
７
―
２
３
３
―
８
９
６
０
、

h
ttp
:
//w
w
w
.g
u
n
m
a
.p
lo
.

jd
a.go

.jp
.

）
ま
た
は
市
民
課
（
内

線
２
１
４
３
）

事
業
所
で
働
き
な
が
ら
技
能
士

補
の
資
格
が
取
れ
る
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

訓
練
科
・
訓
練
期
間

①
　
木
造
建
築
科
　
　
　
　
３
年

②
　
と
び
科
　
　
　
　
　
　
２
年

③
　
配
管
科
　
　
　
　
　
　
１
年

④
　
機
械
加
工
科
　
　
　
　
１
年

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

対
象

訓
練
職
種
に
関
連
す
る
事

業
所
に
勤
務
し
て
い
て
、
労
働
保

険
に
加
入
し
て
い
る
18
歳
以
上
の

在
職
者

定
員

各
10
人

受
講
料

年
７
２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月

31
日
（
金
）
ま
で
に
伊
勢
崎
佐
波

高
等
職
業
訓
練
校
（
蕁
（25）
７
５
６

８
）

活
動
日

第
１
・
２
・
３
金
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

南
公
民
館

内
容

年
齢
に
関
係
な
く
、
ま
た

運
動
が
苦
手
な
人
で
も
楽
し
く
で

き
る
体
操
で
す
。
体
の
ゆ
が
み
を

直
す
矯
正
体
操
も
取
り
入
れ
て
い

ま
す

講
師

荻
沼
和
子
さ
ん

会
費

月
１
、
５
０
０
円

※
体
験
は
無
料
で
す

問
い
合
わ
せ

小
暮
直
子
さ
ん（
蕁

（74）
２
３
８
１
）

14

募
集 

文化センターの使用申込開始日
8月分＝2月7日（火）
9月分＝3月7日（火）
※印鑑を忘れずに持参してください（朱肉を使用するもの）

チケット発売中の催し物
●ハートフルコンサート2005
ピアノ＝近藤嘉宏、バイオリ
ン＝奥村愛…2月18日（土）
●人形劇14ひきのかぼちゃ
…3月4日（土）

●第10回伊勢崎境アマチュア

＜ふれあい広場の利用について＞
芝生の養生のため使用を中止します。

期間 本月から4月末まで（予定）
※皆さんのご理解・ご協力をよろしくお願いします

休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場
（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店
へ連絡してください。

２月 4日（土）

２月 5日（日）

２月11日（祝）

２月12日（日）

中西工業（株）

豊鉄水工業（株）

小倉設備興業（株）

（株）栗原建設

蕁25ー5900

蕁32ー1526

蕁25ー2915

蕁25ー6720

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
の
募
集

自

衛

官

募

集

エ
ー
ジ
レ
ス
体
操

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

伊
勢
崎
佐
波
高
等
職
業
訓
練
校

職
業
訓
練
生
募
集

音楽祭
「フリーライブ2005」…2月12日（日）

ハートフルコンサート2005



活
動
日

火
曜
日

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

講
師

マ
ッ
ク
ス
　
カ
ス
テ
ィ
リ

ョ
さ
ん

会
費

月
２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

栗
原

則
雄
さ
ん
（
蕁
（25）
７
４
８
１
）

活
動
日

第
２
・
４
月
曜
日

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

講
師

池
田
雅
子
さ
ん

会
費

月
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

講
師

の
池
田
雅
子
さ
ん
（
蕁
（21）
６
３
８

５
）甲

種
・
乙
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

期
日

甲
種
＝
２
月
23
日（
木
）・
24
日（
金
）

乙
種
＝
２
月
23
日（
木
）

時
間

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
４

時
30
分

会
場

消
防
本
部

定
員

甲
種
＝
50
人
、乙
種
＝
10
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

受
講
料

４
、
２
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

13
日
（
月
）
か
ら
17
日
（
金
）
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
の
間
に
受
講
料
を
添

え
て
消
防
本
部
予
防
課
（
蕁
（25）
３

３
１
１
）

制
度
改
正
が
進
む
介
護
保
険
を

正
し
く
理
解
し
て
、
上
手
に
使
う

た
め
の
最
新
の
知
識
学
習
会
を
行

い
ま
す
。

期
日

３
月
１
日
（
水
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

伊
勢
崎
保
健
福
祉
事
務
所

（
下
植
木
町
）

対
象

県
内
に
在
住
の
昭
和
20
年

３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

定
員

40
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

参
加
料

無
料

申
し
込
み

２
月
28
日
（
火
）
ま

で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
伊

勢
崎
保
健
福
祉
事
務
所
へ

※
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
講
座
名
の

「
介
護
保
険
〜
情
報
最
前
線
〜
」

氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
住
所
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
保
健
福
祉

事
務
所
（
蕁
（25）
５
５
７
０
、

（24）

８
８
４
２
）

期
日

２
月
20
日
（
月
）

時
間

午
後
１
時
30
分
開
始

会
場

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
21

対
象

市
内
に
在
住
の
人

定
員

10
人

内
容

ブ
ロ
ー
チ
･
ペ
ン
ダ
ン
ト

作
り

講
師

根
岸
直
子
さ
ん

参
加
料

１
、
０
０
０
円
（
材
料

費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

10
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

15

講
座 

絵
手
紙
・
み
や
び
の
会

会
員
募
集

英
会
話
サ
ー
ク
ル
Ｌ
Ｅ
Ｅ

会
員
募
集

防

火

管

理

講

習

会

七

宝

焼

き

教

室

選挙運動用のはがきやポスターなどは、規格や数
量（回数）、使い方（配布方法や掲示場所など）など
が公職選挙法で詳細に決められています。
●選挙運動用の通常はがき（市議会議員の選挙は
2,000枚まで）
●ポスター（規格は42cm×30cm以内で市内の
489か所のポスター掲示場に掲示されます）
●新聞広告（市の選挙においては2回まで）

また、選挙事務所や演説会場のポスターや立札、看
板・選挙カーに取り付けるポスターや看板なども詳
細に決められています。
※個人演説会告知用ポスター（42cm×10cm）
の使用は衆議院小選挙区、参議院選挙区選出議員
または都道府県知事の選挙に限られています
※候補者が身につけている、たすきや胸章などは
制限がありません
※投票所内の候補者名などの掲示は選挙管理委員
会が行います
問い合わせ 市選挙管理委員会（内線2339）

せ
ん
き
ょ 

せ
ん
き
ょ 

１人くらい 
投票しなくても 
いいんじゃない 

政治への無関心は 
自分への災難の始まり 

せ
ん
き
ょ 

簡易裁判所の民事手続
簡易裁判所は、請求額が比較的少額で軽微な紛争を迅速

かつ簡易に解決するために、全国438か所に設置されてお
り、さまざまな分野のトラブルを解決するための各種の民
事手続が用意されています。
そのうち、主な手続として民事訴訟,少額訴訟,民事調停が

あり、それぞれ特徴を生かしながら、適正かつ迅速な紛争
解決が図られています。
問い合わせ 前橋地方裁判所事務局（蕁027－231－
4275）

ぐ
ん
ま
新
世
紀
塾
自
主
企
画
講
座

介
護
保
険
〜
情
報
最
前
線
〜

・



講
師

森
村
方ま

さ

子こ

さ
ん

受
講
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

９
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

期
日

２
月
22
日
（
水
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

南
公
民
館

定
員

20
人

内
容

茶
碗
な
ど
を
作
り
ま
す

講
師

柳
沢
利
彦
さ
ん

参
加
料

８
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

９
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

参
加
料
を
添
え
て
南
公
民
館
（
蕁

（26）
８
３
３
３
）

期
日

２
月
25
日
（
土
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

南
公
民
館

対
象

小
学
３
年
生
以
上

定
員

20
人

内
容

茶
碗
な
ど
を
作
り
ま
す

講
師

柳
沢
利
彦
さ
ん

参
加
料

８
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

10
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

参
加
料
を
添
え
て
南
公
民
館
（
蕁

（26）
８
３
３
３
）

期
日

２
月
26
日
（
日
）

時
間

午
前
８
時
〜
正
午

会
場

広
瀬
川
河
川
敷

※
ラ
ブ
リ
バ
ー
親
水
公
園
う
ぬ
き

駐
車
場
集
合

内
容

カ
モ
類
を
観
察
し
ま
す

参
加
料

無
料

用
意
す
る
も
の

筆
記
用
具
、
双

眼
鏡
、
防
寒
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

日
本

野
鳥
の
会
伊
勢
崎
分
会
の
田
沢
さ

ん
（
蕁
(23)
５
２
２
９
）
ま
た
は
吉

江
さ
ん
（
蕁
（24）
２
３
４
９
）

期
日

３
月
４
日
（
土
）
・
11
日

（
土
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

赤
堀
公
民
館

対
象

小
学
校
高
学
年
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
（
祖
父
母
も
可
）

定
員

10
組
（
20
人
）

内
容

ケ
ー
キ
や
焼
き
菓
子
を
親

子
で
作
り
ま
す

講
師

松
栄
千
恵
さ
ん

参
加
料

１
組
３
、
０
０
０
円

用
意
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
持
ち
帰
り
用
の
入
れ
物
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

13
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
赤
堀
公
民
館
（
蕁
（62）

１
１
５
３
）

期
日

２
月
25
日
（
土
）
・
３
月

11
日
（
土
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場

北
公
民
館

対
象

小
学
生
（
小
学
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員

24
人

内
容

一
日
目
は
マ
ド
レ
ー
ヌ
の

お
ひ
な
さ
ま
・
イ
チ
ゴ
ゼ
リ
ー
作

り
、
二
日
目
は
炊
き
込
み
ご
飯
・

み
そ
汁
・
和
え
物
を
作
り
ま
す

講
師

河
村
操
さ
ん

参
加
料

一
人
１
、
２
０
０
円

用
意
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

13
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

期
日

２
月
23
日
・
３
月
２
日
・

９
日
・
16
日
の
木
曜
日

時
間

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場

北
公
民
館

対
象

20
歳
以
上
の
人

定
員

20
人

16

県
地
域
環
境
学
習
講
座

親
子
で
観
察
す
る
冬
の
渡
り
鳥

初

心

者

陶

芸

教

室

子

ど

も

陶

芸

教

室

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

親

子

お

菓

子

教

室

Ｑ
1

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対

象
品
目
で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
せ
ず
処
理
料
金
を
自
分
で
支

払
い
処
分
す
る
も
の
は
？

①
電
子
レ
ン
ジ
、
②
洗
濯
機
、
③

冷
蔵
庫
、
④
テ
レ
ビ
、
⑤
エ
ア
コ

ン
、
⑥
乾
燥
機
、
⑦
掃
除
機
、
⑧

冷
凍
庫

Ｑ
2

段
ボ
ー
ル
の
正
し
い
出
し

方
は
？

①

ひ
も
で
十
字
に
し
ば
っ
て
資

源
の
日
に
出
す

②

ひ
も
で
十
字
に
し
ば
っ
て
粗

大
ご
み
の
日
に
出
す

③

も
え
る
ご
み
袋
に
入
れ
、
も

え
る
ご
み
の
日
に
出
す

Ｑ
3

ふ
と
ん
類
の
正
し
い
出
し

方
は
？

①

ひ
も
で
し
ば
っ
て
資
源
の
日

に
出
す

②

ひ
も
で
し
ば
っ
て
、
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
た
紙
を
付
け
、

粗
大
ご
み
の
日
に
出
す

③

も
え
る
ご
み
袋
に
入
れ
、
も

え
る
ご
み
の
日
に
出
す

＊
　
　
　
＊

【
答
え
】

Ｑ
１
＝
②
③
④
⑤
⑧

Ｑ
２
＝
①
・
Ｑ
３
＝
②

問
い
合
わ
せ

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
21
（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

ご
み
出
し
ク
イ
ズ

・

初

心

者

の

た

め

の

読

み

聞

か

せ

講

座

場所 市民サービスセンター・宮子（アイオー
信用金庫TBSハウジング支店2階）

時間 月～金曜日＝午前9時～午後7時
土曜日＝午前10時～午後6時
※日曜日・祝日は休みます

業務内容 住民票、戸籍謄抄本、戸籍の附票、身分
証明、印鑑証明などの証明書の交付

問い合わせ 市民サービスセンター・宮子
（蕁20－7000）

平日午後7時まで交付しています 
住民票・印鑑証明などの各種証明書 

 
平日午後7時まで交付しています 
住民票・印鑑証明などの各種証明書 

 
平日午後7時まで交付しています 
住民票・印鑑証明などの各種証明書 



期日 2月13日（月）から18日（土）ま
で
時間 午前10時～午後4時30分
対象 誰でも参加できます
内容 毛糸でボンボンを作り、マスコッ
ト人形を作ります
申し込み 各日とも時間内に随時

期日 2月25日（土）
時間 午後１時開始
対象 小学生
定員 30人（先着順）
内容 いろいろなゲームをして遊びます
申し込み 2月6日（月）から

期日 2月25日（土）
時間 午後1時30分開始
対象 誰でも参加できます
定員 100人（先着順）
内容 いろいろな音楽を聞いたり、各楽
器の紹介をしたりします
申し込み 2月6日（月）から

期日 2月18日（土）
時間 午後1時30分開始
対象 誰でも参加できます
内容 「茂呂太郎の会」の皆さんによる
絵本や紙芝居などの読み聞かせ
申し込み 開始10分前から

期日 2月19日（日）
時間 午後1時30分開始
対象 小学生以上
定員 20人（先着順）
内容 矢を吹いて的に当たった合計点を
競います。参加者には賞品が出ます
講師 日本スポーツ吹矢協会上州伊勢崎
支部の皆さん
申し込み 開始10分前から

期日 2月26日（日）
時間 午後1時30分開始
対象 小学3年生以上
定員 20人（先着順）
内容 油揚げとうずらの卵を使ってかわ
いいおすしを作ります
参加料 200円
用意するもの エプロン・三角きん
申し込み 2月12日（日）から直接また
は電話で

期日 2月17日（金）
時間 午後6時30分開始
対象 誰でも参加できます
※小学生以下は保護者同伴

内容 プラネタリウムによる星座解説の
後、土星や火星などを観望します
※悪天候の場合は星座解説だけ

申し込み 2月12日（日）から直接また
は電話で

今月の投影番組
テーマ 冬の星座といろいろな星
内容 冬の星座や、明るくて見つけやす
い星を紹介します
投影時間 土・日曜日＝午前11時・午後
1時30分・3時の3回
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読み聞かせの会 小物入れ作り

春の窓飾り作り
スポーツ吹き矢大会

お料理教室「雛ひなずし」

プラネタリウム

星座教室と天体観望会

ボンボンマスコット作り

ゲーム大会

からす川音楽集団コンサートあそびの教室

あそびの教室

あそびの教室

期日 2月12日（日）
時間 午前10時～午後4時
対象 誰でも参加できます
内容 ペットボトルを利用してバレンタ
イン用のプレゼント入れを作ります
申し込み 午前10時から随時

期日 2月14日（火）から26日（日）ま
で
※20日（月）は除きます

時間 午前10時～午後4時
対象 誰でも参加できます
内容 色画用紙や折り紙などを使って窓
飾りを作ります
申し込み 各日とも午前10時から随時

期日 2月15日（水）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 幼児とその保護者
内容 ゲーム遊び

期日 2月21日（火）
時間 午前10時30分～
11時30分

対象 幼児とその保護者
内容 おひなさま作り

期日 2月16日（木）
時間 午前10時30分～
11時30分

対象 幼児とその保護者
内容 おひなさま作り



子
育
て
は
な
か
な
か
手
本
通

り
に
は
い
か
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

子
ど
も
が
三
者
三
様
、
個
性
的

に
成
長
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
、
も
っ
と
大
き
な
心
で
見
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

卒
乳
や
お
し
め
離
れ
が
標
準

通
り
に
い
か
な
い
、
人
見
知
り

や
食
欲
不
振
、
言
葉
の
発
達
の

遅
れ
な
ど
、
初
め
て
の
お
子
さ

ん
の
育
児
は
、
す
ご
く
気
が
か

り
な
も
の
で
す
。

閉
鎖
的
な
環
境
の
中
で
は
、

加
速
的
に
心
配
事
が
増
す
の
は

よ
く
分
か
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
と
き
、
そ
の
道
に
通
じ
た
人

に
ち
ょ
っ
と
知
恵
を
授
か
る
事

に
よ
り
、「
そ
う
だ
っ
た
の
か
」

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
、
母
子
と

も
健
全
に
な
れ
る
の
で
す
。
母

親
が
健
全
で
な
け
れ
ば
、
乳
幼

児
が
健
全
に
育
つ
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。

乳
幼
児
だ
け
で
な
く
、
小
・

中
学
生
の
お
子
さ
ん
の
悩
み
事

で
も
、
気
軽
に
こ
の
巡
回
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
の

秘
密
は
守
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課（
内

線
２
１
１
７
）
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ブロッコリーの代わりに
ホウレンソウやコマツナ
などを入れて作っても
おいしいシチューがで
きますよ。 

 ニンジンはいちょう切り、ジャガイモはさいの
目切り、タマネギは短冊切りにする。 
　鍋に油を入れて熱し、豚肉が透き通るまで炒
め、白ワインを振る。 
　タマネギ、ニンジン、ジャガイモの順に入れな
がらよく炒める。 
　湯を入れてジャガイモ、ニンジン、ブロッコリ
ーがやわらかくなるまで煮る。 
　シチューのもと、ベシャメル、粉チーズ、牛乳、
塩、コショウを入れてとろみがつくまで煮込む。 
 

今回は境学校給食調
理場のメニューを紹
介します。寒い日が
続きます｡こんな時
は温かいクリームシ
チューで、体の中か
ら温まりましょう。 

ニンジン・・・・・・・・・・・小1／２本 

タマネギ・・・・・・・・・・・・・・中1個 

ジャガイモ・・・・・・・・・・・・ 大1個 

豚肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２０g 

ブロッコリー・・・・・・・  小1／２個 

牛乳・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３０cc 

粉チーズ・・・・・・・・・・・・・ 小1杯 

ベシャメル・・・・・・・・・・・小さじ1 

シチューのもと・・・・・・・・小1箱 

コンソメ・・・・・・・・・・・小1／２個 

塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 少々 

コショウ・・・・・・・・・・・・・・・・ 少々 

白ワイン・・・・・・・・・・・・ 大さじ1 

サラダ油・・・・・・・・・・・・ 小さじ1

昨
年
９
月
よ
り
児
童
家
庭
相

談
の
巡
回
相
談
を
始
め
ま
し
た
。

毎
週
水
曜
日
に
実
施
し
て
い
た

ふ
く
し
プ
ラ
ザ
で
の
出
張
相
談

が
赤
堀
あ
さ
ひ
児
童
館
、
境
児

童
館
ど
ん
ぐ
り
、
東
地
区
の
さ

ざ
ん
か
児
童
館
で
も
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
毎
月
一
回
ず
つ
相
談
日
を
設

け
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
毎
月
16
日
号
広
報
い

せ
さ
き
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

こ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
相
談

は
、
乳
幼
児
の
子
育
て
上
の
悩

み
事
が
大
半
で
、
相
談
者
は
育

児
に
携
わ
っ
て
い
る
家
庭
の
専

業
主
婦
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て

い
ま
す
。

子
ど
も
が
育
児
書
通
り
に
成

育
し
て
い
な
い
の
で
心
配
だ
が

ど
こ
へ
ど
の
よ
う
に
訴
え
か
け

れ
ば
よ
い
の
か
迷
っ
て
い
る
お

母
さ
ん
が
多
い
よ
う
で
す
。

若
い
今
の
お
母
さ
ん
は
、
家

庭
に
孤
立
し
て
い
て
孤
独
で
い

ま
す
。
ま
た
、
情
報
の
多
い
社

会
に
生
活
し
な
が
ら
、
そ
の
情

報
が
多
量
多
彩
な
ゆ
え
に
惑
わ

さ
れ
悩
ん
で
い
る
こ
と
も
伺
え

ま
す
。

巡
回
家
庭
相
談



花粉症ってどんな病気なの？
花粉症は、スギに代表される花粉によって生じるアレルギー

疾患の総称であり、主に、くしゃみ、鼻水、鼻づまりなどのア
レルギー性鼻炎と、目がかゆくなり、涙が流れ、充血してくる
などのアレルギー性結膜炎が生じます。
症状が強いときは、鼻で吸収されなかった抗原成分が鼻から

のどへ流れ、のどのかゆみ、咳を生じます。
また、鼻づまりによる頭痛、鼻やのどの炎症反応による微熱、

だるさなどの症状に悩まされます。
【花粉症の治療】
①　局所療法…点眼薬、点鼻薬など
②　全身療法…内服薬など
③　レーザーなどによる手術療法
④ 減

げん

感
かん

作
さ

療法…花粉の抽出液を最初は濃度を下げて薄くした
ものを注射して、その後少しずつ濃度を上げて注射し、花粉
抗原に対する免疫を獲得させる

花粉症のセルフケア
①　規則正しい生活やバランスのとれた食事を心がける
②　花粉情報に注意する
③　飛散の多いときは外出を控える
④　飛散の多いときは窓、戸を閉める
⑤　外出時にマスク、メガネを使う
⑥ 帰宅時は、衣服や髪をよく払ってから入室し、洗顔、うが
いをして、鼻をかむ
⑦ 花粉がつきやすい、表面がけばけばした材質のコートの使
用は避ける
⑧　掃除を念入りにする
⑨　粘膜を傷つけないようタバコは控える

今
年
度
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は
、
お
早

め
に
。
受
診
の
際
は
が
ん
検
診
受

診
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
間

２
月
28
日
（
火
）
ま
で

会
場

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

対
象

大
正
10
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
31
年
４
月
２
日
生
ま
れ
の
男

性※
今
年
度
、
他
の
健
診
で
前
立
腺

が
ん
検
査
を
受
け
た
人
は
対
象
外

で
す

検
査
内
容

問
診
と
血
液
検
査
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受
診
料

無
料

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
育
っ
て

い
け
る
よ
う
に
、
保
健
師
・
助
産

師
が
家
庭
を
訪
問
し
、
体
重
測
定

や
発
育
・
母
乳
な
ど
の
育
児
相
談

の
ほ
か
、
お
母
さ
ん
の
体
の
相
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
最
近
、
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

家
庭
に
「
産
後
の
お
母
さ
ん
の
ケ

ア
」
と
称
し
て
訪
問
販
売
に
来
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
。
市
と

は
全
く
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い

対
象

生
後
２
か
月
ご
ろ
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
母
親

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

母
乳
の
こ
と
な
ら
何
で
も
相
談

で
き
ま
す
。

期
日

２
月
24
日
（
金
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
10
時

※
予
約
が
な
く
て
も
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
に

電
話
予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

２
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
生

活
習
慣
病
予
防
週
間
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
肥
満
、
な
か
で
も
内
臓
に
脂

肪
が
つ
く
内
臓
脂
肪
型
肥
満
で
、

さ
ら
に
血
圧
高
値
・
血
中
脂
質
異

常
（
中
性
脂
肪
高
値
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
）
・
高
血
糖

の
う
ち
２
項
目
以
上
が
該
当
し
て

い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
程
度
が
軽
い
場
合

で
も
、
重
ね
て
も
つ
こ
と
で
急
激

に
動
脈
硬
化
が
進
み
、
心
臓
病
の

発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
改
善
す
る
に
は
、
適
度
な
運
動

と
規
則
正
し
い
食
生
活
で
内
臓
脂

肪
型
肥
満
を
な
く
す
こ
と
が
も
っ

と
も
有
効
で
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

前
立
腺
が
ん
個
別
健
診

新
生
児
の
訪
問
相
談

母

乳

相

談
・

肥満 
（内臓脂肪型肥満） 

高血圧 

脳卒中・心筋梗塞 

動脈硬化の促進 

高脂 
血症 

糖尿病 

花粉症シーズンを乗り切ろう 

3

生
活
習
慣
病
予
防
週
間

〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

ご
注
意
〜
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獏 

　伊勢崎オートレースでは、オリジナルイ
メージキャラクター「キラット」を創
りました。 
　「キラット」をモチーフとした
ノベルティグッズなどを作製して
みませんか。 
　使用に際しては、公営事業部
事業課までご連絡ください。 
問い合わせ　公営事業部事業課 

　（蕁24－5780） 

◆【場外発売】川口市営第7回第1節（川口） 

◆【場外発売】GⅠプレミアムカップ 
　　　　　　　オートレース2006（船橋） 
 

◆【場外発売】埼玉県営第7回第1節（川口） 

◆第27回サンケイスポーツ杯争奪戦 

心をはぐくむ教育活動（境小学校）

境小学校の6年生の皆さんは、総合的な学習の時間に
福祉を学んでいます。興味や関心のあるテーマに取

り組むことで自分たちなりの考えを持ち、行動できるよ
うになることが目標です。
彼らが体験学習で訪問をしたのは、昼間は一人で過ご

すことの多いおばあちゃんのお宅。話し相手になること
も大切なことだと気づき、その後も時々おじゃましてい
ます。三人は「おばあちゃんとのおしゃべりも楽しいし、
うれしそうに『また来てね』と言ってくれるので、これ
からも続けていきたいです」と笑顔で話してくれました。

日本語ブームが思ったよ
り長く続いているようだ。
東京の女子高生が、わざわ
ざ携帯メールに方言を使う
というし、日本語をテーマ
にするクイズ番組が現在い
くつも放映されている。そ
うした番組に挑戦してみる
と、意味を取り違えている
のに気付いたり、知らない
言葉が出たりで、あらため
て日本語は難しいと思う。
仕事上でも、広報の表現に
ついて、市民からご指摘を
いただくことがあり、大変
感謝している。これからも
読者の立場に立った広報紙
作りをしていきたい。（ま）


